
千
人
台

　

京
は
３３７

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

化
更
新
し
た
。
４

確
認
さ
れ
た
。東

ｆ人
に
大
幅
増
加

崇
２
５
２
人
、
福

な
っ
た
。
大
都
市

な
り
、
医
療
体

甜た
な
対
策
を
求

薬
２３
人
」３１
面
一

７１２人
主
連
携
し
て
対
応

間
中
の
医
療
体
制

口午
後
１０
時
１５
分
現
在
］

東
京
は
醐
人

Ｊを
確
保
す
る
よ
う
指
示
し
た
。

緊
急
事
態
宣
言
を
再
発
令
す
る

か
に
つ
い
て
は
「医
療
体
制
を

確
保
し
て
感
染
拡
大
回
避
に
全

力
を
挙
げ
る
」
と
述
べ
、
明
確

な
発
言
を
避
け
た
。

厚
労
省
に
よ
る
と
、
重
症
者

は
６
８
１
人
で
前
日
よ
り
１３
人

増
加
し
、
最
多
を
更
新
し
た
。

　

全
国
の
新
規
感
染
者
の
直
近

７
日
間
平
均
は
１２
月
末
に
３
５

０
０
人
を
超
え
て
お
り
、

１１
月

末
よ
り
１
５
０
０
人
以
上
増
え

た
。
死
者
の
平
均
は
５０
人
超
と

の
が
、
感
染
力
が
強
い
と
さ
れ

る
変
異
種
だ
。
英
国
な
ど
で
報

告
さ
れ
、
既
に
国
内
で
も
確

認
。
厚
労
省
は
３１
日
、
成
田
、

羽
田
、
関
西
の
３
空
港
に
２３
～

２６
日
に
到
着
し
た
男
女
６
人
が

感
染
し
て
い
た
と
新
た
に
発
表

し
た
。

変
異
種
が
水
面
下
で
広
が

り
、
東
京
の
感
染
急
増
を
招
い

て
い
る
可
能
性
や
、
今
後
、
地

－
’‘

　

，イ
ミキ
Ｌｔ′＋ん
、′Ｊ
７

　

・
，．１．

当
た
り
で
は
１１
月
中
旬
以
降
に

５
０
０
人
台
の
日
が
出
始
め
、

１２
月
に
入
っ
て
か
ら
は
７
０
０

～
９
０
０
人
台
の
日
が
目
立
っ

て
い
た
。

小
池
百
合
子
都
知
事
は
都
庁

で
報
道
陣
の
取
材
に
応
じ
「年

末
最
後
の
買
い
出
し
な
ど
で
密

に
な
っ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
に
年

末
年
始
は
な
い
と
改
め
て
強
く

申
し
上
げ
た
い
」
と
述
べ
た
。

第
６
回
東
奥
文
学
賞
の
大
賞

　

者
お
よ
び
本
県
出
身
者
を
対
象

は
、
道
田
貴
子
さ
ん
（弘
前
市
）
に
新
人
作
家
を
発
掘
・育
成
す

の
「北
側
の
壁
」
に
決
ま
り
ま

　

る
の
が
目
的
で
、
ジ
ャ
ン
ル
を

し
た
。

　　　　　　　　

問
わ
ず
、
小
説
（４
０
０
字
詰

県
内
外
か
ら
１
０
３
編
の
応

　

め
原
稿
用
紙
１
０
０
枚
以
内
）

募
が
あ
り
１
次
選
考
で
５
作
品
．
を
募
集
し
ま
し
た
。

を
選
定
。
弘
前
市
出
身
の
文
芸

　

贈
呈
式
は
２
月
に
青
森
市
の

評
論
家
・三
浦
雅
士
さ
ん
「回

　

東
奥
日
報
社
で
行
う
予
定
で

か
ら
選
考
委
員
に
加
わ
っ
た
芥

　

す
。

川
賞
作
家
・川
上
未
映
子
さ
ん
ｒ

　

【選
評
、
受
賞
の
量
業
は
１２

が
最
終
選
考
を
行
い
ま
し
た
。

面
、
大
賞
受
賞
作
「北
側
の
壁
」

東
奥
文
学
賞
は
２
０
０
８
年

　

の
連
載
第
１
回
は
１３
面
に
一

の
東
奥
日
報
創
刊
１
２
０
周
年

　　　　

東
奥
日
報
社

を
記
念
し
て
創
設
。
県
内
在
住

い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

さ
ら
に
内
臓
脂
肪
の
面
積
に

よ
っ
て
男
女
別
に
４
グ
ル
ー
プ

に
分
け
、
腸
内
細
菌
に
占
め
る

ブ
ラ
ウ
テ
ィ
ア
菌
の
割
合
を
調

査
。
内
臓
脂
肪
が
少
な
い
グ
ル

ー
プ
ほ
ど
ブ
ラ
ウ
テ
ィ
ア
菌
の

全
体
の
割
合
が
高
か
っ
た
。
年

齢
、
喫
煙
、
飲
酒
な
ど
の
要
因

を
取
り
除
い
て
も
同
様
の
傾
向

が
示
さ
れ
た
。

菌
が
脂
肪
を
抑
制
し
て
い
る

の
か
、
脂
肪
が
少
な
い
か
ら
菌

が
多
い
の
か
な
ど
、
そ
の
詳
し

い
メ
カ
エ
ズ
ム
は
分
か
っ
て
い

な
い
。
し
か
し
、
ブ
ラ
ウ
テ
ィ

ア
菌
が
、
肥
満
を
解
消
す
る
働

き
が
あ
る
酢
酸
・酪
酸
と
い
っ

た
「短
鎖
脂
肪
酸
」
を
つ
く
り

　

あすの新聞は休みます

　

元日は新聞製作を休み、 ２日
（土）は休刊となります。 ご了承
下さい。

が
ん
の
患
者
で
は
、
ブ
ラ
ウ
テ
ィ
ア

菌
が
減
っ
て
い
る
こ
と
も
こ
れ
ま
で

の
研
究
で
分
か
っ
て
い
る
。
弘
大
研

究
チ
ー
ム
は
、
加
齢
と
と
も
に
プ
ラ

ウ
テ
ィ
ア
菌
が
減
少
す
る
こ
と
も
確

認
し
て
い
る
。

出
す
こ
と
が
、
こ
れ
ま
で
の
研

究
で
報
告
さ
れ
て
い
る
た
め
、

菌
が
内
臓
脂
肪
を
抑
制
し
て
い

る
可
能
性
が
高
い
と
い
う
。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
（内

臓
脂
肪
症
候
群
）
は
、糖
尿
病
、

高
血
圧
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の

原
因
と
な
り
病
気
を
悪
化
さ
せ

る
。弘
大
の
研
究
に
よ
る
と
、本

県
は
大
都
市
部
よ
り
メ
タ
ボ
の

人
が
１
・５
倍
多
い
と
さ
れ
る
。

研
究
を
総
括
す
る
中
路
重
之

特
任
教
授
は
「メ
タ
ポ
は
生
活

習
慣
病
と
深
い
か
か
わ
り
が
あ

る
。
今
後
、
岩
木
健
康
増
進
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
ど
ん
な
食
事

を
と
れ
ば
ブ
ラ
ウ
テ
ィ
ア
菌
が

増
え
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
て

総
務
局
長

　

男

　

日

　

ｎ

　

」べ

　
　
　
　
　

　

　　

　

油ジ静
局駿
河
田
±昌
照

脚
鵠
局
駿
田
中

　　

徹

常
任
監
査
役
中

　

村

　　

豊

役
山

　

本

　

恒

　

大

ほ
か
従
業
員
一同

い
き
た
い
」
と
話
し
、
同
大
大

学
院
博
士
課
程
の
大
里
直
樹
氏

（ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
イ
フ
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
学
研
究
講
座
、
花
王

研
究
員
）
は
「ブ
ラ
ウ
テ
ィ
ア

菌
は
、
肥
満
や
糖
尿
病
の
新
た

な
指
標
と
な
る
可
能
性
も
あ

る
」
と
語
っ
た
。

前
多
隼
人
准
教
授
（農
学
生

命
科
学
部
）
は
「‐
痩
せ
菌
″

が
少
な
い
人
に
対
し
て
、
菌
を

増
や
す
提
案
を
弘
前
か
ら
世
界

へ
発
信
で
き
る
の
で
は
な
い

か
」
と
語
っ
て
い
る
。

腸
内
細
菌
は
最
近
日
本
で
も

注
目
を
集
め
て
い
る
研
究
分

野
。
腸
内
細
菌
と
肥
満
の
指
数

で
あ
る
Ｂ
Ｍ
１
と
の
関
係
も
報

告
さ
れ
て
い
る
が
、
大
人
数
を

対
象
に
し
た
調
査
は
行
わ
れ
て

い
な
か
っ
た
。

（菊
谷
賢
）

２
０
２
１
．１
・Ｉ

１オリジナルポストカート

ー…に募
乗
二ｑーん紐
魂

　

づ
る

　

は

　　

に
ゅ
う

　　

ゅ

　　　

づ
る

羽
生
結
弦
の一

ア
ス
リ
ー
ト
・
羽
生
結
弦
の
名
言
と
名
場

シ
ー
ズ
ン
・の
軌
跡
。
困
難
な
状
況
下
で
勇

ご購読申し込み・配達

　　　

，

　

紙面へのご質問・ご意見

　　

・ ０１２０一４６一５９３９

　　　　

一

　

読書課目影遮巨０１７一７３９一１５００

　　　　　　　

（２４時間受仁ナ）

　　　　　　　　　　　　

（≦平日９～１７峠ヂ、土日祝休透“

独
学
大
全
醗

三
自
分
を
変
ュ

脚

　

す
べ
て
の
人
か
ら
圧
倒
的
↓

　

現
纂
訳
論

語

Ｌ

　

　

　
　
　
　

　　

　

　　　
　
　

日本神霊学研究会神主聖師教

『今
こ
そ
神
の
存
在
に
開
眼
す

あ
な
た
様
の
御
心
を
神
へ
捧
げ
－

聖
き
心
に
、人
智
を
越
え
た

奇
跡
の
輝
り
降
り
そ
そ
ぐ

腺
大
霊
界
真
‐

　

今年はここからはじめよう
今さら聞けないシリーズ

農
薬
の
話
き
ほ
ん
の
き

農
薬
の
成
分
か
ら
選
び
方
、混
ぜ
方
ま
で
。上
手
に
効
か
せ

て
減
農
薬
。

　　　

震
文
協
緬
●
１
５
０
０
円
十
鞘

肥
料
の
話
き
ほ
ん
の
き

チ
ッソ
・リ
ン
酸
な
ど
主
要
養
分
の
役
割
と
効
か
せ
方
左

図
解
で
。

　　　　

震
文
協
編
●
１
５
０
０
円
十
群

タ
ネ
と
品
種
の
話
き
ほ
ん
の
雲

タ
ーネ袋
の
情
報
の
見
方
を
Ｑ
＆
Ａ
で
紹
介
。
品
種
の
特
鰍

や
選
び
方
も
図
解
で
。
農
文
協
網
●
１
５
０
０
円
十
鞘

腸
内
細
菌
「ブ
ラ
ウ
テ
ィ
ア
菌
」

内
臓
脂
肪
抑
制
か

弘
大
な
ど
岩
木
健
診
で
検
証

腸
内
細
菌
の
一種
「ブ
ラ
ウ

テ
ィ
ア
菌
」
が
、
腹
部
の
内
臓

脂
肪
を
抑
制
す
る
可
能
性
が
高

い
こ
と
が
、
弘
前
大
学
・十二東
京

大
学
、
「花
王
」
（東
京
）
の

共
同
研
究
で
分
か
っ
た
。
弘
前

市
岩
木
地
区
の
住
民
千
人
を

対
象
に
し
た
調
査
で
、
ブ
ラ
ウ

テ
ィ
ア
菌
が
多
い
人
は
、
内
臓

脂
肪
が
少
な
い
こ
と
を
確
認

し
た
。
腸
内
細
菌
と
内
臓
脂
肪

の
関
係
性
を
男
女
別
に
分
け
て

詳
細
に
検
討
し
た
研
究
は
世

界
初
。
研
究
グ
ル
ー
プ
は
今

後
、
機
能
性
食
品
の
開
発
を
視

野
に
研
究
を
進
め
、
「本
県

の
短
命
返
上
、
健
康
寿
命
延
伸

に
つ
な
げ
た
い
」
と
話
し
て
い

る
。

１

　　

２

　　

３

　　

４
小←内臓脂肪面積→大

研
究
は
、
弘
大
の
健
康
増
進

研
究
「弘
大
Ｃ
ｏ
ｌ
」の
一環
。

岩
木
健
康
増
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（岩
木
健
診
）
を
２
０
１
５
年

ずーノ

　
　
　

　　
　
　

　

　
　
　

　　
　
　
　

内

　　　　　　　　　　

．

　
　
　

　

　
　
　
　

　

０

　

８

　

６

　

４

　

２

　

０

８

　

６

　

４

　

２

　

０

　　　　　

グ

ブ
ーフ
ウ
テ
チ

菌
の
存
在
比
蔽

　　　　　　

、

　　

※

ブ
ラ
ウ
テ
イ
ア
菌
の
存
在
比

　

ブ
ラ
ウ
テ
イ
ア
菌
の
存
在

内
臓
脂
肪
面
積
と
ブ
ラ
ウ
テ
イ
ア
菌
存
在
比
の
関
係
性

に
受
診
し
た
２０
～
７６
歳
ま
で
の

１
０
０
１
人
の
健
康
デ
ー
タ
を

基
に
検
証
し
た
。

東
京
大
学
の
ス
ー
パ
ー
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
な
ど
を
活
用
し
て

分
析
。
「門
」
と
い
う
腸
内
フ

ロ
ー
ラ
を
形
成
す
る
細
菌
グ
ル

ー
プ
と
、
内
臓
脂
肪
と
の
一貫

し
た
相
関
は
確
認
で
き
な
か
っ

た
が
、
門
よ
り
も
小
さ
い
分
類

の
「属
」
３
５
０
種
の
う
ち
、

プ
ラ
ウ
テ
ィ
ア
菌
が
、
男
女
と

も
内
臓
脂
肪
の
量
と
関
係
し
て

　　　　

氏

　
　

　　

プ
ラ
ウ
テ
ィ
ア
菌

　

全
て
の

　　

人
に
存
在
し
、
全
腸
内
細
菌

の
３
～
１１
％
程
度
を
占
め
る
主
要

菌
。
肥
満
を
解
消
す
る
働
き
が
あ
る

酢
酸
や
酪
酸
を
つ
く
り
出
す
こ
と
が

知
ら
れ
、
糖
尿
病
、
肝
硬
変
、
大
腸

第１特集 コロナ禍転じて

　

新型コロナウイルス感染主拡大
は私たちの日常に大きな制約を
もたらしている。 だがその中で
も発想の転換で・新ＦたＺま挑戦に取
り糸温み、 たくましくあすをひら
こうとする人の姿がある。 さき
がける人たちの現場をのぞく。

‐第罷昭司期待の新星たち

　

本′県から現れた日本陸上界期
待の新星、田運廉、村上来花、
水野流之介の３選手に迫る。１
年延ま期となった五輪に照、準を定
める県勢らの思いはいかに。 Ｗ
杯予選が再開する柴崎岳ら森保
ジャパンからも目が離せない。

区璽犠集いとみち公開へ

　　　　　　　

６月公開の映画

　　　　　　

「いとみち」 のオ

　　　

、，

　

－

　

－ル津軽ロケなら

□「縄文」世界の宝へ１６～１８、３０
□今年の運勢は…

　　　　

２１

□ 五輪・バラ

　

スターターに３１

　　　　□

□

□

　

腫

　　　　　　

蓮（平川市出身）の
、

　　　　　

イ ンタビューも。

口’－ー －１＝◎－

　

－“

　　　

－頚
第３特集・１３^′１７ｉｉｉｔこ掲載しました。

画
オ
ら
を
井
の

　

０

映
の
な
る
駒
お
も

の
」
ケ
こ
の
駆

一

開
ち
口
ど
演
帥

ュ

公
み
軽
見
主
断
ビ

と

　

の
０
朝
夕

６
い
ル
は
介
回
ン

「

　

一

　

で
紹
蓮
イ

　　　

１
年
前
に
は
予
想
し
な
か
っ

丁人

　

た
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
年
明
け

　　

だ
。
例
年
な
ら
初
詣
や
宴
会
と

　　

い
っ
た
行
事
が
目
白
押
し
で
、

　　

あ
ち
こ
ち
出
歩
い
た
り
す
る
の

　　

も
楽
し
み
だ
っ
た
。
残
念
な
が

ら
今
年
は
、
手
放
し
で
正
月
を
満
喫
で

き
な
い
。
そ
れ
で
も
感
染
予
防
に
留
意

し
て
工
夫
を
凝
ら
せ
ば
、
家
族
や
友
人

ら
と
新
年
の
喜
び
を
分
か
ち
合
う
こ
と

が
で
き
る
は
ず
だ
▼
干
支
は
子
（ネ
ズ

、

か
ら
丑
（ウ
シ
）
に
。
す
ば
し
っ

こ
い
イ
メ
ー
ジ
の
ネ
ズ
ミ
に
対
し
て
、

ウ
シ
は
「牛
歩
」
と
い
う
言
葉
も
あ
る

よ
う
に
、
お
っ
と
り
し
て
い
る
と
さ
れ

る
。
た
だ
し
、
そ
れ
が
欠
点
で
あ
る
と

は
限
ら
な
い
▼
〈
牛
は
の
ろ
の
ろ
と
歩

く
／
牛
は
野
で
も
山
で
も
道
で
も
川
で

も
／
自
分
の
行
き
た
い
と
こ
ろ
へ
は
／

ま
つ
す
ぐ
に
行
く
〉
。
「牛
」
と
題
し

た
高
村
光
太
郎
の
詩
の
冒
頭
で
あ
る
。

「の
ろ
の
ろ
と
」で
も
、
〈
ふ
み
出
す
足

は
必
然
だ
／
う
は
の
空
の
事
で
は
な
い

／
是
で
も
非
で
も
／
出
さ
な
い
で
は
ゐ

ら
れ
な
い
足
を
出
す
Ｖ
の
だ
▼
一斉
休

校
を
突
然
要
請
し
た
り
、
布
マ
ス
ク
配

布
が
不
評
を
買
っ
た
り
、
菅
義
偉
首
相

が
旗
振
り
役
の
「Ｇ
Ｏ

　

Ｔ
Ｏ
ト
ラ

ベ
ル
」
が
一時
停
止
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
リ
ー
。
ち
く
は
ぐ
な
政
府
の
コ
ロ
ナ

対
応
は
、
し
っ
か
り
と
し
た
牛
の
足
取

り
と
対
照
的
に
見
え
る
▼
「牛
の
歩
み

も
千
里
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
が
あ
る
。

怠
ら
ず
努
力
す
れ
ば
、
大
き
な
成
果
を

上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
の
た
と
え

だ
雪
－－が
ず
落
ち
着
い
て
、コ
ロ
ナ
に
負

け
な
い
安
心
で
き
る
暮
ら
し
を
取
り
戻

す
道
筋
を
見
い
だ
す
新
年
と
し
た
い
。

日
韓
累
計

６７
万
部
超
の

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

待
望
の
続
刊

２

臓

、
．

　

ご、
　　　食

栂
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